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帰還困難区域等巡回パトロール事業仕様書 

 

１ 事業概要 

（1）委託事業名称 

  帰還困難区域等巡回パトロール事業 

（2） 事業目的 

  村では、平成28年６月に一部を除いて避難指示が解除され、徐々に住民が帰村して

いる。一方で、令和４年６月には特定復興再生拠点の解除に伴い、住民の一時帰宅す

る回数や復興関係車両の通行量の増加が見込まれる。 

また、未だ解除されていない帰還困難区域（小出谷地区）もあるため本事業では、

地区内の防犯・防災の確保を目的とする。  

（3）契約期間 

  令和６年４月１日から令和７年３月31日まで 

（4）場所 

野行行政区内の県道、村道、林道及び複数民家門口を対象とする（別添参照）。 

 

２ 業務委託内容 

① 村内帰還困難区域等のパトロールによる不審者等の発見及び関係機関への通報

（帰還困難区域の防犯バリケードの確認及び異常箇所確認等も含む。） 

② パトロール実施後の記録及び報告 

③ 随時、発注者から指示のあった現場状況の確認 

④ パトロール中に発注者から指示のあった防犯バリケードの鍵の開け閉め 

⑤ その他必要と認める業務 

 

３ 資格要件 

次に掲げる要件をいずれも満たす事業者であること 

(1) 警備業法第２条第１項第１号及び第２号の業務を行っている者。 

(2) 警備業法第４条の規定による県公安委員会の認定を受けていること。 

 

４ パトロールの実施 

(1) パトロール（以下、「当該業務」という。）は、別紙１「業務細目」（以下、「細目」

という。）により行うこと。 

(2) 実施計画書を作成し、これを事前に提出し、発注者の承諾を受けること。 

(3) 当該業務中、異常を発見した場合は、直ちに事前に取り決めていた方法により適

切に処理し、また、状況に応じ処理前、処理途中あるいは処理後に発注者にその状

況を報告すること。 

(4) 当該業務に必要な申請及び許可については、あらかじめ発注者と協議の上、責任

を持って受注者が行うものとする。 



(5) 当該業務に要する費用は、受託した受注者負担とする。 

 

５ 業務状況の報告及び記録 

(1)  報告及び記録の内容は、次のとおりとする。 

① 業務報告書 

② 異常が生じた場合の記録（現況写真等も添付すること。）や処理結果 

③ その他必要と認められる内容 

(2) 毎日の状況を記録し、必要な期間保存すること。 

(3) 受注者は、業務報告書を日ごとに作成し、月ごとに取りまとめ、翌月10日までに

発注者に報告すること。 

(4) 業務対象において、異常事態が発生した際の状況や処理の経過及び結果について

は、その都度速やかに電話若しくは口頭で発注者に報告するとともに、後日書面で

も報告すること。 

 

６ 業務従事者 

(1) 受注者は、本契約上の業務を遂行するため、業務従事者を雇用するに当たっては、

その全員につき身上調査を行うものとする。 

(2) 上記４の業務を実施するに当たり、業務従事者の中から管理責任者を１名選出し、

発注者の承諾を得ること。 

(3) 業務従事者は、上記４の業務において、必要は教育訓練を終了した者とする。な

お、パトロール事業を青色防犯パトロールとして実施する場合は、受注者は、業務

従事者が青色防犯パトロール講習を受講していることを、業務委託開始前に確認す

ること。 

(4) 発注者は、業務従事者として不適当と認めた者については、受注者と協議の上、

交代させることができる。 

(5) 発注者が必要あると認めた場合は、受注者は、次回の受託業者への業務引継を行

うこと。これらの業務に要する費用はすべて受注者の負担とする。また、これらの

引継業務を実施する時期は、発注者の判断による。 

 

７ 勤務時間及び体制 

業務従事者の勤務時間は、原則として別紙１業務細目に定めるものとする。 

 

８ 受注者の義務 

(1) 受注者は、業務従事者が病気その他の事由で勤務を継続することが困難となるな

ど、緊急の事態に備え、速やかに対応できる体制を確保し、また、必要に応じて迅

速に代替え要員を配置しなければならない。 

(2) 受注者は、上記１の(3)の委託期間中、当該業務の他に、受託事業者にとって過

重な委託業務を受注することに伴い、発注者が必要とする業務従事者が確保できな



い状況を招いてはならない。 

(3) 受注者は、帰還困難区域内で適用される関係法令等を遵守するものとする。特に、

受注者は有資格者等により、特定線量下業務ガイドラインにもとづいた管理を行う

こと。 

(4) 受注者及び業務従事者は、業務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。 

 

９ 損害賠償 

 受注者は、事業実施中に受託事業者の過失により、住民及び財産並びに第三者に損害

を与えた場合は、受託事業者が損害賠償責任を負わなければならない。受注者は損害賠

償に備え、損害保険等に加入する等の対策を講じること。 

 ただし次の事項については免責とする。 

(1) 天災地変・暴動・その他不可抗力による損害 

(2) 出入りする者の故意又は過失に基づく損害 

(3) 不完全な管理状態で駐車している車両及び車両から生じた損害 

 

10  再委託の禁止 

受注者は、業務の全部又は一部を発注者の書面による承諾を得ることなく第三者に委

託してはならない。 

 

11  権利義務の譲渡禁止 

受注者は、本契約から生ずる権利及び義務を発注者の書面による承諾を得ることなく

第三者に譲渡してはならない。 

 

12 相互協力 

発注者及び受注者は、当該業務に必要あるものについて、相互に協力し適切に行うも

のとする。その他、業務内容の変更が生じる場合についても相互に協議を行い実施する

ものとする。 

 

13 特記事項 

(1) 業務内容については、本仕様書に基づく内容とするとともに、その内容で業務を

行うこと。 

(2) 運用状況を確認するために、査察を実施する場合がある。これに対して受注者は

必ず査察を受け入れること。また、発注者が必要と判断した書類等については、

全て開示すること。 

(3) 受注者は、業務上知り得た事項については守秘義務を負うこと。 

(4) 仕様書に定めていない事項については、必要に応じて発注者と協議すること。 



別紙１ 

帰還困難区域等巡回パトロール 業務細目 

 

１ 業務内容 

(1) 巡回パトロールに係る遵守事項 

ア 受注者は、業務を行うに当たり、必要な車両、設備を準備すること。また、発

注者と事前に調整した上で発注者の監督のもとに実施すること。 

イ 受注者は、次回の受託業者が車両、設備を準備するに当たり、その連絡調整を

求めてきた場合は、その受託業者の車両、設備の迅速かつ円滑な準備について、

全面的に協力すること。 

ウ 受注者は、アを実施するに当たり、その車両等で事故など受注者の過失で損害

等を与えた場合は、誠意を持って対応するとともに、施設及び設備等を破壊、破

損させた場合は、受注者の費用で修繕すること。 

エ パトロールの範囲及び経路については、あらかじめ実施計画書を提出し、発注

者の承諾を受けること。 

オ パトロールを実施する車両については、車両側面両側に当該業務車両と分かる

マグネット等を貼ること。 

カ ドライブレコーダーや衛星利用測位システム（ＧＰＳ）機器の車両搭載や、パ

トロール従事者へ配給するスマートフォンのタイムライン記録機能活用等によ

り、パトロール（車両の走行記録等）を記録し、そのサンプル検査を随時実施す

ること。 

キ 写真撮影は、パトロール従事者へ配給するカメラやカメラ機能付きスマートフ

ォン等に限定し、パトロール従事者個人が所有するカメラ等による撮影は禁止す

る措置をとること。 

(2) 異常事態発生時における対応 

業務対象において、異常事態が発生した時は、異常事態を確認するとともに事態の

拡大防止にあたる。 

(3) 関係先への通報及び連絡 

異常事態が発生した時は、(2)を適切に行うとともに、発注者に連絡し、必要に応

じて警察や消防署等関係先へ通報する。また、必要があるものと認めた場合は、発

注者が指定した緊急連絡先へ連絡する。 

(4) 業務実施事項の報告 

ア 受注者は、業務実施状況を日ごとに作成し、月ごとにまとめ、翌月の10日まで

に書面にて発注者に報告する。 

イ 業務対象において、異常事態が発生した際の状況や処理の経過及び結果につい

ては、その都度速やかに電話若しくは口頭で発注者に報告するとともに、後日書

面でも報告すること。 

(5) 業務基準時間及び人員 



パトロールは、業務基準時間（24時間）の中で、昼夜問わず合理的かつ不審者に想

定されない以下に記載する間隔で行い、１回のパトロールは２名以上で対応するこ

と。 

  人件費 365日分    勤務シフトA  5時～14時 110日 

             勤務シフトB  17時～ 2時 110日 

             勤務シフトC  10時～19時 109日 

             勤務シフトD  20時～ 5時  36日 

(6) 業務実施時間 

上記(5)の業務基準時間に関わらず、発注者からの要請があった場合は、速やかに

対応すること。 

(7)  管理責任者及び業務従事者 

受注者は、不測の事態に備えるため、管理責任者と業務従事者と緊密に連絡を取

り合い、業務従事者に不測の事態が発生した場合は、速やかにその事態に対応で

きる体制を確保する。 

(8) 放射能の汚染拡大の防止 

パトロール区域は、高線量地区であることから、特定線量下業務において適用さ

れる関係法令等を遵守するとともに、あらかじめ受注者において、その対策を講

じることとする。また、個人積算線量計の装着及びスクリーニングは必須項目と

し、報告書にも記載すること。 

(9)  一時立入の申請 

  受注者は、定められた手順に従い、一時立入の申請を行うこと。 

 

２ 施設、設備等の種類及び設置について 

当該業務に使用する設備等は、すべて受注者で準備し、業務を行うものとする。 

なお、費用についてもすべて受注者負担である。業務に使用する待機施設、駐車スペ

ースについては、村側より賃貸することも可とする。但し、施設を利用する公共料金等

の維持管理に関わる経費については、受注者の負担とする。 
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